
会津美里町本郷地域
まちなか賑わい創出基本計画

第１回協議会

会津美里町本郷地域まちなか賑わい創出基本計画策定業務

日時：令和７年６月19日（木）18：30～
会場：本郷生涯学習センター
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７.今後の予定

進め方・スケジュール

６.総括

会津短大八木橋彰

５.意見交換

何でも自由に

第１回協議会 目次

１．
開会・挨拶

副町長鈴木國人

３.
事業概要・趣旨説明
・業務エリア
・文化観光施設の方向性
・官民連携事業について

２．
委員紹介

（自己紹介）

４．キックオフ
・本郷地域まちなか賑わい創出基本計画の策定にあたって

・本郷地域の既往の取組みと地区の位置づけ

・今後の話し合い、取組みについて（＊参考事例紹介）

・アンケート調査について（＊別紙）
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40分 ５分10分
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配布資料

・資料１ 次 第

・資料２ 会津美里町本郷地域まちなか賑わい創出協議会委員名簿

・資料３ 会津美里町本郷地域まちなか賑わい創出協議会設置要綱

・資料４ 文化観光施設の方向性

・資料５ アンケート調査案

・資料６ 第１回協議会説明資料
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業務エリア
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文化観光施設の方向性

※プリント参照
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官民連携まちなか再生

推進事業について

（将来的なシナリオ）
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なぜ、いま

「官民連携」で

「まちなか賑わい創出」

をすすめていくのか

“まちなか賑わい創出基本計画 “
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行政主導のまちづくりでは、
限られた予算や担い手不足のもと、
なかなか計画の推進に至らないことが課題。

官民連携まちなか再生推進事業は、

運営にも住民が参画し、｢自分たちのまちは、自分
でつくる」という、『自立･自走システムの構築』
に重点を置いているのが特長。

まちなかの賑わいに関わる文化観光施設等の整備
が計画されているいまこその機会を逃さず､
「エリアプラットフォーム」設立を目指し、
社会実験を繰り返しながら、計画・ビジョンの実現
に向けて取り組みます。
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未来ビジョンについて

エリアプラットフォームについて
エリアの未来ビジョンを議論し、将来像を共有。

ビジョンに向かって、まちを動かしていく母体。
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今年度は、まずはその基本となる、
“まちなか賑わい創出基本計画 “から取り組みます。

賑わい

って何でしょうか
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官民連携 ３つのキーワード

官民連携まちづくりポータルサイトより

地域独自の課題を発見し解決する

それぞれのエリアにあわせた具体的なアプローチ

まちの空間資源を使いこなす
時代の変化により遊休化・余剰化している
空間資源（民地含めて）を積極的に発掘

作り手だけではなく使い手の視点で、
居心地よい環境をつくる

住む人も訪れる人も
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観光のみならず、

まずは住み暮らす自分たちが

楽しめるまち、住みよいまちを基本とする

まちづくりの発想で、かつ
計画だけに留まらない具体的な取組みや、

みんなが参加できるメニューを盛り込み、

まちづくりを進めていきます。

まちなかの魅力向上 ＝ 賑わい創出

17



７.今後の予定

進め方・スケジュール

６.総括

会津短大八木橋彰

５.意見交換

何でも自由に

第１回協議会 目次

１．
開会・挨拶

副町長鈴木國人

３.
事業概要・趣旨説明
・業務エリア
・文化観光施設の方向性
・官民連携事業について

２．
委員紹介

（自己紹介）

４．キックオフ
・本郷地域まちなか賑わい創出基本計画の策定にあたって

・本郷地域の既往の取組みと地区の位置づけ

・今後の話し合い、取組みについて（＊参考事例紹介）

・アンケート調査について（＊別紙）

18



本郷地域の賑わい計画の要素はたくさんあるが、

“人が集まる”

本郷地域の最大の価値

＝

東北最古の焼き物のまち
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スマホで簡単に予約できて、人と合わずに宿泊できて、
乗り物もなるべく時間の短縮から、

電車に乗っても、旅館に泊まってもスマホで情報を得るのに
一生懸命。

自然とともにある住環境・景観、
それを維持する材料や職人の技術、

それが残っていることの希少性・重要性

自然＝マネー（お金では測れないが）

豊かで美しい自然とともにある暮らし

に、最大の価値と評価が集まる時代

いまもすでにその片鱗があるが

その時重視されることは、
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人口減少・高齢化時代の

賑わいづくり

ゆっくり時間をかけて

落ち着いた環境をつくる社会
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観光・旅行スタイルの面でも
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①地方への関心の高まり
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社会の変化SNSやAIによって、

世界中の景色やグルメ、スポットの情報

は瞬時に手に入り、旅行の内容は誰でも

簡単に組み立てられる時代。

しかし情報が溢れるほど、

本当に心が動く体験は、むしろ希少。

②文化や暮らしを楽しむ観光のニーズ
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宿泊観光旅行の旅先での行動トップ10（2022年度）
数字が語る旅行業2024 
出典：日本旅行業協会
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宿泊観光旅行の利用交通機関
数字が語る旅行業2024 
出典：日本旅行業協会

減少

増加
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行ってみたい旅行タイプ（2023年）
数字が語る旅行業2024 
出典：日本旅行業協会
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①

瀬戸町地区まちづくり協定
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2000年
9月8日
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②

まちなみ環境整備事業
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せと市にやってくる
買い物客に町を回遊
してもらいたい。

せと市にやってくる
買い物客に町を回遊
してもらいたい。

町内あちこちに
広場や公園を整備。

焼き物の町にふさわしいデザ
インを取り入れ景観つくる。

今後は住宅の修景も！

町内あちこちに
広場や公園を整備。

焼き物の町にふさわしいデザ
インを取り入れ景観つくる。

今後は住宅の修景も！
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1998年度地区申請
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③

さまざまな

情報発信・勉強会・イベント

・個々の取組み etc
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④

本郷地域及び周辺地区の

位置づけ
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周辺地域とのつながり
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東北における価値
東北最古の焼き物のまち
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まちなか賑わい創出基本計画
策定にあたってのキーワード
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これからの協議会で

取り組むこと
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これまで行われてきた計画・取り組みや

まとめられてきた事業内容 + α

文化観光施設の整備計画等と
足並みを揃えた取り組みの展開

本郷地域全体で

・展開又は組合せて実施できる取組みの検討

・すぐに着手できる様なプロジェクトの具体化

↑社会実験として試してみる！

・重点的にすすめる事業のスケジュール化
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具体的なプロジェクトにしていくために

「こんな風になったらいいな」

「こういう使い方をしてみたい」

「こうしたらもっとよくなるのでは？」

話し合いで出てきた、

まちの未来像やまちの楽しみ方を

社会実験で確かめてみる！
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既存の資源や取り組みを活かしながら、
より細部にわたる取組みや場所、担う人などを

描き加えていき、具体性ある計画に 49



未来ビジョンイメージ
：まちを楽しむためのプログラムと共に
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例えば・・

参考事例として
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郡上八幡：やなか水のこみち
このみち自体が目的になっている。

このみちとこのみちは、
じゃらんかけのこみちでつないだらどうか etc
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通りににじみだす活動の誘発
まち歩きを誘う通りづくり

あの空き家・空き店舗・空き地が
こういう風に使われたらいいのではないか etc53



住民のポストは陶器で統一
見て歩くだけで楽しい。

土岐市：とっくりのまち
大きな整備はないが、住む人の工夫で。
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至るところにあそび心が。

こんなところに焼き物を
つかったらどうか、

まち全体を焼き物のサイン
でつなげたらどうか etc55



高知県：土佐凧活用の取組み

56



＊コアメンバーやイベント参加のみでなく、
周辺住民もまちづくりに参画できる機会を。

57



受賞3作品のデザイナーによる土佐凧風アレンジ
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子どもたちも参加でき、窯元に実際にまちを彩る
焼き物を制作してもらうのはどうか etc 59
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対象①

「主に、会津美里町全体＋地域外からの来訪者」

アンケートの目的

どんなことをしていくべきか、していったらよいか、を

考えるための材料を聞き取る。

対象②

「主に、本郷地域の住民」対象

協議会メンバーで考えた「計画案」について

意見の聞き取りを行い、肉付けを図る。 61
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協議会の内容

最終回第4回協議会

①今年度事業報告
②次年度の取り組みについて

第２回協議会
①アンケート結果や社会実験の確認・計画案への反映
②今後の定量的・定性的な目標の検証

社会実験の実施（※8～10月の間で予定。時期や内容は要検討）

第1回協議会キックオフ

パブリックコメント等
反映・最終調整

ワークショップ・アンケート調査の実施

第3回協議会
①社会実験の成果、アンケート結果や課題をフィードバッ
ク

→まちなか賑わい創出基本計画（案）の確認と検証
②事業推進のためのエリアプラットフォームに向けた検討

第１回協議会の内容を踏まえ、
【まちなか賑わい創出基本計画全体図】への落とし込み
【具体的事業メニュー案】の組み立て

個別調整 社会実験実施計画の作成 （予算・スケジュール・役割分担）
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※官民連携の参考事業

どんなふうに活用するか、

どう維持管理していくか、

をセットで充分に話し合うことで

まちの整備につなげていく

67



EX.1 寄付された空き家再生事業
｢通りにぎわい創出プロジェクト｣

先にテナントを公募、それに合わせて町家改修

テナント決定後、要望を踏まえながら改修68



改築前

改築後

ポイント：１軒だけでは弱い。隣の空き家も活用促す

69



改築前

道路整備と
合わせて

改築
70



ポイント：隣同士／３軒並ぶことで相乗効果
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カフェ + パン屋さん + 美容室

・町になかった店舗がほしい
・若者がくる通りにしたい。

ポイント：公募して住民が選んだテナント

72



ポイント：移動型のベンチや簡易テントなどを制
作して、実際に活動・活用しながら敷地の活用イ
メージを高め、整備につなげていく。

EX.2 実証実験しながら広場を整備

もてなすために、

いろんな場所に休憩スポ
ットをつくってみた

73



ポイント：広場の活用、管理運営は住民が実践
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EX.3 実証実験を通した道路整備への展開

75



ポイント：夜の灯りを自分たちで仮設置してみる

76



ポイント：最低限必要な箇所を選定して実現へ

77



ポイント：夜のまちの雰囲気良いイメージの共有

78
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